
開の花菖蒲にうっとり

▼大村公園花菖蒲園満5
/6

　大村公園で約30万本のハナショウブが満開を迎え、訪
れた花見客を楽しませました。3日からは、姉妹都市の秋田
県仙北市角館物産展も開催。5日の「花菖蒲まつり」は、あ
いにくの天気で中止となりましたが、雨にぬれて情緒あふ
れるハナショウブに多くの花見客が見とれていました。

慢のロケットを空高く
▼子ども大会・水ロケット大会自5

15
/

　子ども会相互の交
流を深めるため、「水ロ
ケット大会」が市陸上
競技場で開催されまし
た。子どもたちは、水し
ぶきにぬれながら、自慢
の手作りロケットで飛距
離を競い合いました。

しい菖蒲園が空港でお出迎え

▼ミニ花菖蒲園設置美6
3~13
/

　大村城南高校の生
徒の皆さんに協力いた
だき、長崎空港ロビーに
ミニ花菖蒲園を設置。
空港を利用する人たち
の目を楽しませながら、
大村公園のハナショウ
ブをＰＲしました。

ゃ口から 安心とどけ 未来まで

▼水道週間じ6
1~7
/

　水道週間に伴い、
市コミセンで給水車の
展示などのイベントを開
催。子どもたちは、パネ
ル展示や給水方法を
体験しながら、非常時
の水の大切さなどを実
感しました。

が一の災害に備えて

▼市消防団水防訓練万5/
29

　風水害に備え、消防
団による水防訓練を皆
同町で実施しました。降
り続く雨のなか、大村消
防署の指導のもと、本
番さながらに、水防工法
の技術を訓練しました。

吾少年の功績に思いを馳せて

▼濱田謹吾少年銅像建立30周年謹4
/6

　濱田謹吾少年の銅像が大村公園に建立され、30年を迎え
ました。記念式典には、謹吾少年の縁で姉妹都市を提携した
秋田県仙北市からも参加。式典後のコンサートでは、本市出身
の歌手・カツルミさんが謹吾少年を題材に制作した曲「ひとひ
ら」を、OMURA室内合奏団の演奏にのせて披露しました。
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